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春
禅
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麻
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譜
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と
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ン
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度
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坂 

本 

清 

恵 
  

   
 

一 

は
じ
め
に 

 

日
本
の
伝
統
音
楽
で
は
、
歌
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低
を
利

用
し
て
旋
律
が
決
ま
り
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
は
作
曲
当
時
の
ア
ク

セ
ン
ト
が
反
映
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
日
本

語
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
と
し
て
は
、
『
四
座
講
式
』
『
補
忘
記
』

を
は
じ
め
と
す
る
声
明
譜
や
『
平
家
正
節
』
な
ど
の
平
曲
譜
、

義
太
夫
節
浄
瑠
璃
の
胡
麻
章
な
ど
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
能
の

譜
本
類
に
つ
い
て
は
、
世
阿
弥
自
筆
能
本
の
声
点
と
胡
麻
章
が

ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
な
る
が
、
謡
本
の
胡
麻
章
は
ア
ク
セ
ン
ト

資
料
と
し
て
の
活
用
が
十
分
に
さ
れ
て
い
な
い
（

１

）

。
こ
れ
は
、

現
行
の
謡
に
お
い
て
、
声
の
上
げ
下
げ
と
胡
麻
章
と
が
、
ほ
と

ん
ど
関
係
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
謡
本
の
胡
麻
章
が
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
も
節
を
活
か
す
た

め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
利
用
し
に
く
い
も
の

に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

本
稿
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
と
な
っ
た
金
春
禅
竹

（
一
四
〇
五
～
一
四
七
一
年
以
前
）
自
筆
の
能
楽
伝
書
『
五
音

三
曲
集
』
に
付
さ
れ
た
胡
麻
章
を
検
討
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
資

料
と
し
て
の
能
楽
資
料
の
可
能
性
を
探
る
。 

当
該
書
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印
叢
書
第
二
巻
『
金
春

禅
竹
自
筆
能
楽
伝
書
』
（
一
九
九
七
年
・
汲
古
書
院
刊
）
に
影

印
と
翻
刻
、
樹
下
文
隆
氏
に
よ
る
解
題
が
掲
載
さ
れ
、
現
在
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（

２

）

。
奥
付
に
「
長
禄
四
年

十
一
月
十
一
日 

金
春
竹
田
秦
翁 

氏
信
（
花
押
）
」
と
あ
る

金
春
禅
竹
自
筆
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
五
音
三
曲
集
』
に
つ
い
て
は
金
春
禅
竹
自
筆
本
か

(19)

アクセント史資料研究会『論集』X　秋永一枝先生米寿記念（2015.2）



ら
写
し
た
も
の
を
金
春
安
照
（
一
五
四
九
～
一
六
二
一
年
）
が

安
喜
（
一
五
八
八
～
一
六
六
一
年
）
に
伝
え
た
も
の
が
、
八
左

衛
門
本
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
「
金
春
八
郎 

秦
安
照
（
花

押
）
」
と
、
「
明
暦
二
年
丙
申
三
月
五
日
」
安
喜
の
七
左
衛
門
宛

の
奥
書
を
持
つ
。
表
章
・
伊
藤
正
義
校
注
『
金
春
古
傳
書
集
成
』

（
一
九
六
九
年
・
わ
ん
や
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
本
文
は
安
喜
筆

と
い
う
。
同
書
に
節
付
け
部
分
の
影
印
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
こ

れ
も
現
在
は
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（

３
）

。 

本
稿
で
は
、
こ
の
二
本
を
比
較
し
な
が
ら
、
禅
竹
の
施
譜
に

つ
い
て
考
察
を
行
う
。
引
用
に
あ
た
り
、
自
筆
本
は
「
自
」
、

八
左
衛
門
本
は
「
安
」
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
胡
麻
章
を
示
す

場
合
、
上
げ
胡
麻
は
Ｕ
、
平
胡
麻
は
Ｓ
、
下
げ
胡
麻
は
Ｄ
、
下

降
に
は
Ｆ
、
そ
の
ほ
か
は
＊
、
胡
麻
な
し
は×

で
表
記
す
る
。

な
お
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
参
考
資
料
に
つ
い
て
は
、
秋
永
一
枝

他
編
『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
総
合
資
料 

索
引
篇
』
（
一
九

九
七
年
・
東
京
堂
出
版
）
の
略
称
を
用
い
て
示
す
。 

  
 

 

二 

謡
の
「
訛
り
」
と
ア
ク
セ
ン
ト 

 

世
阿
弥
が
『
音
曲
口
伝
』
に
記
し
た
「
訛
り
」
に
つ
い
て
の

見
解
は
、
音
曲
に
お
け
る
「
訛
り
」
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
す
る

こ
と
で
あ
る
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
（
４

）

。 
 

 

一
曲
に
訛
る
事
。
節
訛
り
は
苦
し
か
ら
ず
。
文
字
訛
り
は

悪
し
。
文
字
訛
り
と
申
は
、
一
切
の
文
字
は
、
声
が
違
へ

ば
訛
る
也
。
節
訛
り
と
申
は
、
て
に
は
の
仮
名
の
声
な
り
。

て
に
は
の
字
の
声
は
、
言
ひ
流
す
言
葉
の
吟
の
な
び
き
に

よ
り
て
、
声
が
違
へ
ど
も
、
節
だ
に
よ
け
れ
ば
苦
し
か
ら

ず
。
能
々
心
得
て
口
伝
す
べ
し
。 

「
文
字
訛
り
」
が
自
立
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
訛
り
で
、
「
節

訛
り
」
が
助
詞
な
ど
の
付
属
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
訛
り
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（

５

）

。
し
か
し
、
世
阿
弥
は
「
文
字
訛
り
」

に
強
く
拘
泥
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
『
五
音
曲
条
々
』
の
「
恋

慕
」
で
は 

文
字
ヲ
少
シ
訛
ル
匂
イ
ニ
色
ド
リ
テ
、
曲
ヲ
埋
ミ
、
感
ヲ

ア
ラ
ハ
ス
音
聞
也
。
コ
ノ
訛
ル
ト
云
声
ザ
シ
、
ヨ
ク

〱
知

ベ
シ
。
抑
、
訛
ル
ト
云
事
、
大
事
ア
リ
。
訛
ル
ヲ
、
タ
ヾ

悪
キ
事
ノ
ミ
ニ
、
一
偏
ニ
ハ
思
ウ
ベ
カ
ラ
ズ
。
声
明
・
伽

陀
ナ
ド
ニ
モ
、
訛
ル
響
キ
ナ
ク
テ
ハ
カ
ナ
ハ
ヌ
曲
ア
ル
ベ

シ
。
軽
・
重
・
清
・
濁
ハ
上
ニ
ヨ
リ
、
又
便
音
ナ
ド
申
モ
、

コ
ノ
訛
ル
用
音
ナ
リ
。
ヨ
ク
訛
リ
、
悪
シ
ク
訛
ル
コ
ト
、

是
非
ノ
分
目
、
分
明
ニ
知
ル
ベ
キ
也
。
ヨ
キ
訛
リ
は
、
音

曲
ノ
花
ト
モ
ナ
ル
也
。
ソ
レ
ハ
、
訛
ル
ト
モ
聞
エ
マ
ジ
キ

也
。 

の
よ
う
に
「
訛
り
」
を
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
と
せ
ず
、
声
明
類

で
も
訛
る
響
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
良
い
「
訛
り
」
は
「
音

曲
の
花
」
と
な
る
と
説
く
。
ま
た
『
申
楽
談
儀
』
に
お
い
て
「
昔

の
大
和
音
曲
は
、
さ
し
て
か
ゝ
り
な
け
れ
ば
、
文
字
訛
よ
く
聞
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ゆ
。
か
ゝ
り
だ
に
よ
け
れ
ば
、
訛
り
は
隠
る
ゝ
也
。
」
と
「
訛

り
」
よ
り
も
「
か
ゝ
り
」
を
優
先
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
世

の
謡
伝
書
で
は
「
節
訛
り
」
は
節
付
け
の
な
さ
れ
た
箇
所
で
ア

ク
セ
ン
ト
に
外
れ
る
こ
と
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
６
）

。 

世
阿
弥
自
筆
本
の
声
点
と
胡
麻
章
は
、
と
も
に
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
変
化
後
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。
し
か
し
、
声
点
は

ア
ク
セ
ン
ト
に
忠
実
で
あ
る
も
の
の
、
胡
麻
章
に
は
語
頭
低
下

や
、
下
降
位
置
の
ず
れ
な
ど
、
自
立
語
で
あ
っ
て
も
ア
ク
セ
ン

ト
に
外
れ
る
高
低
が
み
ら
れ
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
に
忠
実
に
と
い

う
よ
り
も
実
際
に
は
節
付
け
を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
禅
竹
の
『
五
音
三
曲
集
』
（
自
三
八
ウ
）
で

は
、
助
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
及
ぶ
記
述
が
あ
る
。 

一
四
性
之
事
。（
平
上
去
入
）
の
四
正
な
り
。
去
入
性
は
。 

下
手
の
好
む
と
こ
ろ
な
り
。
悦
を
の
へ
し
君
が
代
（
平
上 

よ
し
・
去
入
わ
る
し
）
の
す
く
な
る
道
を
あ
ら
は
す
の
。 

か
の
字
な
り
。
直
に
言
ふ
へ
き
性
を
お
と
す
な
り
。
お
と 

す
は
入
性
な
り
。
お
と
す
が
悪
き
そ
と
い
へ
は
。
あ
く
る
。 

去
性
に
又
な
る
な
り
。
正
路
の
す
く
な
る
性
を
。
可
知
な 

り
。 

右
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
入
声
は
下
降
調
、
去
声
は
上
昇
調
と

考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
に
文
字
単
位
の
声
調
で

は
な
く
、
語
内
の
下
降
調
、
上
昇
調
を
示
す
新
し
い
四
声
観
に

基
づ
く
記
述
で
あ
る
。 

こ
こ
で
は
助
詞
「
が
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
触
れ
て
い

る
が
、
「
君
」
は
第
一
類
名
詞
で
、
助
詞
「
が
」
が
つ
い
て
Ｈ

Ｈ
Ｈ
と
な
る
。
こ
の
部
分
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
ど
お
り
、
左
の
よ

う
に
「
君
が
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
」
と
上
げ
胡
麻
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

自
三
八
ウ
６

安
五
三
オ
５ 

説
明
で
は
、
「
お
と
す
は
入
性
」
で
は
、
「
君
」
に
「
が
」
が

続
き
、
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
な
り
、
「
去
性
に
又
な
る
」
で
は
「
が
」
で

上
が
り
、
Ｌ
Ｌ
Ｈ
と
な
る
。
と
も
に
第
一
類
名
詞
か
ら
一
般
助

詞
に
続
く
Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

以
上
の
よ
う
に
禅
竹
の
記
述
は
、
助
詞
「
が
」
の
ア
ク
セ
ン

ト
に
も
厳
し
い
姿
勢
が
う
か
が
え
、
「
節
訛
り
」
を
「
苦
し
か

ら
ず
」
と
す
る
世
阿
弥
の
訛
り
に
対
す
る
意
識
と
は
異
な
る
。

こ
れ
か
ら
す
る
と
、
禅
竹
の
胡
麻
章
は
ア
ク
セ
ン
ト
に
忠
実
に

施
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。 

  
 

三 

『
五
音
三
曲
集
』
の
胡
麻
章 

 

禅
竹
自
筆
の
『
五
音
三
曲
集
』
は
「
仮
綴
袋
綴
本
」
の
原
態

を
現
在
は
保
っ
て
お
ら
ず
、
一
葉
ず
つ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
本
文
、
識
語
と
も
同
筆
で
、
謡
引
用
部
分
に
朱
で
節
、
胡

麻
章
、
区
切
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
樹
下
文
隆
氏
の
解
題
に
あ

る
と
お
り
、
謡
引
用
部
分
の
多
く
は
胡
麻
章
な
ど
が
本
文
右
側
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に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
丁
オ
・
二
二
丁
オ
・
二
三
丁
オ
・

二
五
丁
オ
・
三
〇
丁
オ
の
第
一
行
目
の
節
付
け
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
左
側
に
な
っ
て
い
る
。
綴
じ
ら
れ
た
本
に
書
き
込
み
を

し
、
綴
じ
目
が
き
つ
い
た
め
、
左
側
に
胡
麻
章
を
付
し
た
と
考

え
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
ず
、
こ
の
文
字
の
左
側
に
付
さ
れ
た
胡

麻
章
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
て
お
く
。 

 ［
三
―
一
］
胡
麻
章
の
施
譜
法 

 

謡
の
胡
麻
章
に
つ
い
て
は
、
世
阿
弥
か
ら
現
代
の
謡
本
ま
で

本
文
の
右
側
に
付
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
こ
れ
は
節
博

士
の
付
け
方
の
一
つ
で
あ
る
。
節
博
士
は
、
起
源
で
あ
る
声
点

と
同
様
、
初
め
は
漢
字
の
左
右
両
側
に
直
線
を
配
し
た
。
そ
の

う
ち
、
字
の
左
側
か
ら
斜
め
上
方
に
伸
び
た
「
＼
」
（
徵
譜
）

と
、
字
の
左
側
に
横
に
伸
び
た
「
－
」
（
角
譜
）
の
二
つ
が
語

音
の
高
低
に
関
わ
り
、
徴
が
高
拍
、
角
が
低
拍
を
表
す
と
解
釈

さ
れ
る
。
し
か
し
、
『
四
座
講
式
』
の
う
ち
大
慈
院
本
は
字
の

右
側
か
ら
斜
め
上
方
に
伸
び
た
「
／
」
（
斗
譜
）
が
高
拍
を
、

横
に
伸
び
た
「
－
」
（
十
譜
）
が
低
拍
を
示
し
て
お
り
（
７
）

、
こ

の
よ
う
な
施
譜
法
が
、
胡
麻
章
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

『
五
音
三
曲
集
』
の
文
字
の
左
側
の
胡
麻
章
は
、
節
博
士
の

施
譜
法
と
同
じ
も
の
で
、
文
字
の
左
側
か
ら
外
に
向
か
っ
て
付

け
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
右
側
と
対
称
の
向
き
で
あ
る
。

以
下
、
左
側
に
付
さ
れ
た
胡
麻
章
の
施
譜
例
を
挙
げ
る
。 

自
二
〇
オ
１ 

ま
ず
、
「
秋
の
」
に
付
さ
れ
た
胡
麻
章
を
、
右
側
に
付
し
た

例
と
比
べ
て
み
る
。 

自
八
オ
２ 

 

胡
麻
章
は
次
の
よ
う
に
文
字
か
ら
出
て
い
て
、
左
右
対
称
に

な
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

右
側
の
胡
麻
章
《
Ｄ
Ｕ
》 

 

 

左
側
の
胡
麻
章
《
Ｄ
Ｕ
》 

 
 

「
秋
」
は
第
五
類
で
Ｌ
Ｆ
で
あ
る
が
、
左
側
の
胡
麻
は
「
秋

の
」
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》
な
の
で
、
Ｌ
Ｆ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し

て
い
る
。
右
側
の
八
オ
２
の
胡
麻
章
は
「
秋
の
」
に
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》

で
助
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
合
わ
な
い
が
、
「
秋
」
部
分
の
胡
麻

章
の
高
低
は
同
じ
で
あ
る
。 

「
秋
の
」
に
続
く
「
光
」
「
朝
」
に
は
と
も
に
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》

で
、
Ｈ
Ｈ
Ｈ
を
示
す
胡
麻
が
続
く
。
「
光
」
「
朝
」
と
も
第
四
類
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な
の
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
は
Ｈ
Ｈ
Ｌ
で
あ
り
、
厳
密

に
は
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
て
は
い
な
い
。
「
そ
う
し
（
増
）
」

は
Ｌ
Ｈ
Ｌ
を
示
す
胡
麻
だ
が
、
『
補
忘
』
「
増
ス
ル
〈
上
濁
上
濁

×

〉《
徵
徵
徵
》
」（
貞
享
版
上
一
三
ウ
７
）
、「
増
ス
ル
〈
上
濁
上

濁
上
？
〉
（
元
禄
版
上
三
五
オ
４
）
の
Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
例
が
あ
り
、

ア
ク
セ
ン
ト
に
は
合
わ
な
い
。 

自
二
二
オ
１ 

「
音
」
《
Ｕ
Ｄ
》
第
二
類
で
Ｈ
Ｌ
、
「
そ
ひ
（
添
）
」
《
Ｕ
Ｄ
》

は
第
一
類
動
詞
で
連
用
形
Ｈ
Ｌ
な
の
で
、
こ
れ
も
よ
く
ア
ク
セ

ン
ト
を
反
映
し
て
い
る
。
「
し
や
う
し
（
生
死
）
」
は
『
平
節
』

『
国
訛
』
に
Ｌ
Ｈ
Ｌ
が
あ
り
、
胡
麻
章
の
高
低
と
合
致
す
る
。 

自
二
三
オ
１ 

 

「
な
」
の
胡
麻
章
は
低
高
を
示
し
て
お
り
、
「
難
波
の
」
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
と
で
き
る
か
。
「
難
波
」

は
『
人
紀
・
古
今
・
袖
中
・
近
松
』
に
Ｌ
Ｈ
Ｈ
、
現
代
京
都
Ｌ

Ｌ
Ｈ
で
あ
る
。
「
事
」
《
Ｕ
Ｄ
》
の
胡
麻
章
は
、
第
三
類
の
ア
ク

セ
ン
ト
体
系
変
化
後
の
Ｈ
Ｌ
を
反
映
す
る
。 

自
二
三
オ
１ 

 

「
月
の
」
《
Ｓ
Ｓ
Ｄ
》
は
第
三
類
「
月
」
に
「
の
」
が
接
続

し
、
古
く
Ｌ
Ｌ
Ｌ
だ
っ
た
も
の
が
、
Ｈ
Ｈ
Ｌ
と
な
っ
た
体
系
変

化
後
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
致
す
る
。
ま
た
、
「
か
け
（
影
）
」
は

第
五
類
で
、
Ｌ
Ｆ
な
の
で
上
昇
の
あ
と
下
が
る
胡
麻
は
ア
ク
セ

ン
ト
を
反
映
す
る
と
み
て
よ
い
。 
  

文
字
の
左
側
へ
の
胡
麻
施
譜
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
胡
麻
章
は
八
左
衛
門
本
で
も
左
側
に
写
さ
れ
て
い
る
。
禅

竹
自
筆
本
で
は
綴
じ
目
の
ノ
ド
の
き
つ
い
部
分
の
右
側
に
は

胡
麻
章
を
付
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
左
側
に
付
し
た
の
だ

が
、
八
左
衛
門
本
は
ノ
ド
の
位
置
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
筆
本
ど
お
り
に
左
側
に
胡
麻
章
を
写
し
て
い
る
。
安
喜
は
、

書
写
に
あ
た
り
、
仮
名
の
字
母
、
仮
名
遣
い
、
行
詰
め
な
ど
を

模
写
し
て
は
い
な
い
が
、
胡
麻
章
を
写
す
場
合
に
は
自
筆
本
を

忠
実
に
書
き
留
め
た
の
で
あ
る
。 

 

禅
竹
は
節
博
士
の
形
式
も
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
ま
た
、
禅
竹
自
筆
本
を
書
写
す
る
に
あ
た
り
、
安
喜

が
右
側
に
付
け
直
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
後
世
も
そ
れ

を
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
声
明
関
係
の
譜
を
目
に
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 
［
三
―
二
］
胡
麻
章
の
変
更 

  

禅
竹
自
筆
の
『
五
音
三
曲
集
』
に
は
胡
麻
章
を
改
め
た
部
分

が
見
ら
れ
る
。
禅
竹
が
自
ら
手
を
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ア
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ク
セ
ン
ト
に
外
れ
な
い
た
め
の
変
更
な
の
か
ど
う
か
を
検
討

す
る
。
現
在
、
原
本
を
見
て
も
ど
ち
ら
の
胡
麻
章
を
先
に
書
い

た
の
か
判
別
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
後
世
こ
れ

を
ど
う
理
解
し
て
伝
え
た
の
か
を
見
る
た
め
、
金
春
八
左
衛
門

本
を
参
照
す
る
。
な
お
、
禅
竹
の
胡
麻
章
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ク

セ
ン
ト
体
系
変
化
後
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
。 

 

「
祝
言
第
二
・
理
世
撫
民
の
曲
味
」
の
『
放
生
川
』
の
例
か

ら
み
る
。 

①

自
四
オ
２

安
五
オ
３ 

「
か
け
（
影
）
」
《
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｓ
Ｕ
》
に
変
更
し
、
第
五

類
Ｌ
Ｆ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
八

左
衛
門
本
は
訂
正
前
の
ま
ま
か
、
平
胡
麻
が
や
や
右
上
が
り
に

見
え
る
。
続
く
「
う
つ
る
《
Ｕ
Ｓ
＊
》
」
は
第
二
類
動
詞
Ｈ
Ｌ

Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。 

こ
の
箇
所
は
『
五
音
三
曲
集
』
後
半
、
「
節
ノ
事
」
の
「
上

節
」
に
同
例
が
あ
る
の
だ
が
、
胡
麻
章
が
大
き
く
異
な
る
。 

自
二
九
ウ
３

安
四
〇
オ
７ 

 

「
影
」
「
映
る
」
の
胡
麻
章
は
と
も
に
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
合

致
し
な
い
。
特
に
「
う
つ
る
」
へ
の
胡
麻
章
は
第
一
類
動
詞
の

よ
う
な
《
Ｕ
Ｕ
＊
》
で
あ
る
。 

上
節
は
の
ほ
り
ふ
し
。
行
教
和
尚
の
御
法
の
水
に
か
け
う

つ
る
の
。
う
つ
る
な
り
呂
よ
り
。
羽
宮
の
律
に
か
ゝ
る
あ

は
ひ
の
ふ
し
な
れ
は
の
ほ
り
ふ
し
と
い
へ
り
。 

と
あ
り
、
「
う
つ
る
」
が
「
上
節
」
で
「
羽
宮
」
の
節
付
け
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
「
上
節
」
に
す
る
と
ア
ク
セ
ン
ト
に
外

れ
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
が
Ｈ
Ｈ
Ｈ
に
な
る
、
高
が
続
く
節
付
け
に
な
る
と

い
う
こ
と
か
。 

②

自
四
オ
８

安
五
ウ
３ 

「
松
」
《
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｄ
Ｕ
》
に
変
更
す
る
が
、
八
左
衛

門
本
は
平
ら
に
写
し
て
い
る
。
「
松
」
は
第
四
類
Ｌ
Ｈ
の
ア
ク

セ
ン
ト
で
、
変
更
に
よ
り
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。
続
く
「
た

て
る
（
立
）
」
は
第
二
類
動
詞
に
助
動
詞
「
り
」
が
続
き
、
Ｌ

Ｈ
Ｌ
が
推
定
さ
れ
る
が
、
胡
麻
章
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
は
そ
れ
を
反
映

し
て
い
な
い
。 

「
祝
言
第
四
・
竹
躰
曲
味
」
の
『
佐
保
山
』
の
「
指
声
」
部

分
の
変
更
を
み
る
。 

③

自
六
ウ
１ 

 
「
ひ
ろ
き
」
の
胡
麻
章
を
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》
に

変
更
、「
あ
り
か
た
さ
よ
」
の
胡
麻
章
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
＊×

》
か
ら

《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
＊×

》
に
変
更
し
て
い
る
。 

「
広
し
」
は
第
二
類
形
容
詞
で
あ
り
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
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ト
を
反
映
さ
せ
た
胡
麻
章
に
変
更
し
た
こ
と
に
な
る
。
変
更
後

の
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》
は
Ｈ
Ｌ
Ｈ
の
旋
律
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
は

Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
（
８
）
。 

「
あ
り
が
た
し
」
は
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
の
『
平
節
・

近
松
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
例
が
あ
り
、
古
く
は
低
起
式
の
ア
ク

セ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
の
名
詞
形
は
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ>

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
、

あ
る
い
は
安
定
型
で
あ
る
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ>

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
変
化

を
想
定
で
き
る
が
、
第
二
類
動
詞
「
あ
り
（
有
）
」
の
ア
ク
セ

ン
ト
を
際
立
た
せ
た
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ
に
変
更
を
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。 

安
八
ウ
３ 

 

八
左
衛
門
本
で
は
、
「
ひ
ろ
き
」
の
「
ひ
」
に
自
筆
本
で
は

「
山
」
に
付
し
た
胡
麻
章
を
ず
ら
し
て
写
し
、
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク

セ
ン
ト
を
反
映
す
る
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》
を
採
用
し
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
第
二
類
形
容
詞
連
用
形
へ
の
Ｌ
Ｈ
Ｌ
の
類
推
で
語
頭

を
下
げ
る
節
付
け
と
捉
え
た
も
の
か
。 

④

自
六
ウ
５ 

 
 

 
 

 

安
９
オ
２ 

 

「
く
る
」
《
Ｕ
Ｕ
》
を
《
Ｄ
Ｕ
》
に
変
更
し
、
八
左
衛
門
本

は
変
更
後
の
胡
麻
章
を
写
し
て
い
る
。
「
来
る
」
と
「
繰
る
」

の
掛
詞
で
あ
ろ
う
が
、
ど
ち
ら
も
第
二
類
動
詞
で
Ｌ
Ｈ
の
ア
ク

セ
ン
ト
で
あ
る
。
変
更
後
の
胡
麻
章
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し

て
い
る
。 

⑤

自
六
ウ
２ 

安
八
ウ
４ 

「
あ
ひ
あ
ふ
」
の
胡
麻
章
を
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
か
ら
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ

Ｄ
》
に
変
更
、
「
は
る
の
」
の
胡
麻
章
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｄ

Ｕ
Ｄ
》
に
変
更
を
し
て
い
る
。 

「
相
合
ふ
」
は
第
二
類
動
詞
「
合
ふ
」
の
接
頭
辞
化
「
あ
ひ
」

と
第
二
類
動
詞
の
派
生
動
詞
と
す
れ
ば
、
低
起
式
多
数
形
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｈ>

Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
胡
麻
章
の
変
更

前
は
こ
れ
を
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
語
頭
を
低
く
変
更
し
て

い
る
の
は
、
派
生
動
詞
と
し
て
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
し
た
も

の
で
は
な
く
、
室
町
期
に
結
合
し
、
「
あ
ひ
」
の
低
起
式
を
留

め
る
胡
麻
施
譜
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

「
春
の
」
は
第
五
類
Ｌ
Ｆ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
、
助
詞
「
の
」

は
「
る
」
の
下
降
に
伴
い
低
く
続
き
、
訂
正
後
の
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》

の
胡
麻
章
が
よ
り
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。
た
だ
し
、
次
の

「
色
《
Ｄ
Ｕ
》
」
は
第
三
類
Ｈ
Ｌ
な
の
で
ア
ク
セ
ン
ト
と
胡
麻

章
の
高
低
が
逆
転
す
る
。
「
色
」
の
下
に
区
切
り
の
朱
点
が
つ
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い
て
お
り
、
こ
こ
で
息
継
ぎ
を
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
区
切
り

の
胡
麻
と
し
て
、《
Ｄ
Ｕ
》
が
付
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（

９
）

。 
 

八
左
衛
門
本
で
は
「
の
」
の
胡
麻
章
を
訂
正
で
は
な
く
、
一

つ
の
胡
麻
章
と
し
て
写
し
て
い
る
。 

 

「
幽
玄
第
三
・
見
様
曲
味
」
の
『
田
村
』
の
例
を
み
る
。 

⑥

自
一
一
ウ
２ 

安
一
五
ウ
４ 

「
花
の
」
《
Ｕ
Ｕ
＊
》
か
ら
《
Ｕ
Ｄ
＊
》
に
変
更
し
、
八
左

衛
門
本
は
変
更
し
た
胡
麻
章
を
写
す
。
第
三
類
「
花
」
は
ア
ク

セ
ン
ト
体
系
変
化
後
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
が
、
「
の
」
が
続
く
場
合
に

は
Ｌ
Ｌ
Ｌ>

Ｈ
Ｈ
Ｌ
へ
の
変
化
例
も
み
ら
れ
る
。
「
花
」
単
独
の

ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
厳
密
に
胡
麻
章
を
訂
正
し
て
い
る
。 

⑦

自
一
一
ウ
７

安
一
六
オ
４ 

 

「
清
水
」
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》
に
変
更
し
、

八
左
衛
門
本
も
同
じ
で
あ
る
。
変
更
後
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ

ン
ト
を
反
映
す
る
。
「
清
水
」
の
古
い
ア
ク
セ
ン
ト
例
は
な
い

が
、
現
代
京
都
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
で
あ
る
。
第
二
類
形
容
詞
「
清
し
」

を
前
部
に
持
ち
、
後
部
が
第
一
類
「
水
」
の
複
合
な
の
で
安
定

型
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
か
ら
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
に
変
化
し
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
推

定
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
合
致
し
て
い
る
。 

 

⑧

」

自
一
二
オ
２
・
３ 

 

安
一
六
ウ
１ 

 

「
ゑ
ゝ
り
や
（
酔
）
」《
Ｕ
Ｕ
＊
＊
》
か
ら
《
Ｄ
Ｕ
＊
＊
》
へ
、

「
お
も
し
ろ
の
（
面
白
）
」
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ

Ｄ
》
に
変
更
し
て
お
り
、
八
左
衛
門
本
も
同
じ
で
あ
る
。 

 

「
酔
ふ
」
は
第
二
類
動
詞
で
あ
り
、
変
更
後
は
Ｌ
Ｈ
の
ア
ク

セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。
「
面
白
」
は
変
更
後
に
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反

映
す
る
。「
面
白
」
は
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
前
の
『
古
語
・
袖
中
』

に
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
の
例
が
あ
り
、
こ
れ
が
体
系
変
化
し
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
と

な
っ
た
と
推
定
で
き
る
の
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
ど
お
り
の
胡
麻
章

に
訂
正
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

「
戀
慕
・
濃
躰
曲
味
」
の
『
班
女
』
の
「
指
声
」「
曲
節
舞
」

部
分
の
訂
正
を
み
る
。 

⑨

自
一
六
オ
５ 

安
二
二
ウ
１ 
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自
筆
本
は
「
別
を
」
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》
に

変
更
、
助
詞
の
高
さ
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
「
別
れ
」
は
第
四

類
で
Ｈ
Ｈ
Ｌ
で
あ
る
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
忠
実
に
改
め
る
の
で

あ
れ
ば
、
助
詞
「
を
」
ま
で
を
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｄ
》
と
付
す
こ
と
に

な
ろ
う
。
八
左
衛
門
本
は
変
更
し
た
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》
を
写
す
。

続
く
「
も
よ
ほ
し
」
は
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
す
る
。
体
系
変
化
前

に
「
も
よ
ほ
す
」
は
『
名
義
・
四
座
』
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
の
例
が
あ
り
、

連
用
形
は
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
か
ら
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
へ
と
変
化
し
た
と
考
え

ら
れ
、
胡
麻
章
は
ア
ク
セ
ン
ト
と
合
致
し
て
い
る
。 

⑩

自
一
六
オ
６ 

安
二
二
ウ
１ 

 

自
筆
本
は
「
ね
や
（
寝
屋
）
」《
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｄ
Ｕ
》
訂
正
、

八
左
衛
門
本
は
や
や
平
ら
な
変
更
し
た
胡
麻
章
を
写
す
。
「
寝

屋
」
は
『
和
名
・
名
義
・
近
松
』
Ｈ
Ｈ
で
、
変
更
前
の
方
が
ア

ク
セ
ン
ト
に
合
致
す
る
。
語
頭
低
下
の
例
で
あ
ろ
う
。
続
く
「
漏

る
《
Ｄ
Ｕ
》
」
は
第
二
類
動
詞
Ｌ
Ｈ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
、「
月
《
Ｕ

Ｄ
》
」
は
第
三
類
Ｈ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
胡
麻
章
は
よ
く
反
映

し
て
い
る
。 

⑪

 

自
一
六
ウ
１

安
二
三
ウ
４ 

「
ゆ
め
も
」
《
Ｕ
Ｄ
Ｄ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｓ
Ｄ
》
に
変
更
す
る
が
、

ア
ク
セ
ン
ト
は
第
三
類
Ｈ
Ｌ
を
反
映
す
る
。
八
左
衛
門
本
は
変

更
後
の
胡
麻
を
写
し
て
い
る
。 

 

⑫

自
一
六
ウ
３

安
二
三
ウ
７ 

 

「
露
の
」《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
か
ら
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》
に
変
更
し
て
、
第
五

類
Ｌ
Ｆ
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
忠
実
な
胡
麻
章
に
し
て
い
る
。
八
左

衛
門
本
も
同
様
で
あ
る
。 

 

⑬

自
一
六
ウ
６

安
二
四
オ
４ 

 

第
四
類
「
数
」
Ｌ
Ｈ
Ｈ
は
、
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》

に
変
更
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
う
。
八
左
衛
門
本
は
変
更
後
の

胡
麻
章
を
写
す
。 

⑭

自
一
六
ウ
６

安
二
四
オ
５ 

「
来
ぬ
夜
は
」
に
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
を
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
に
変
更
、

八
左
衛
門
本
は
変
更
し
た
胡
麻
章
を
写
す
。
「
来
」
は
第
二
類

動
詞
、
『
平
節
』
の
例
に
「
来
ぬ
《
上
上
》
」
（11

上
妓
王71-4

折
声
）
が
あ
り
、
訂
正
前
の
胡
麻
章
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す

る
の
だ
が
、
連
体
形
な
ど
の
低
起
式
に
ひ
か
れ
て
訂
正
を
行
っ

(27)

アクセント史資料研究会『論集』X　秋永一枝先生米寿記念（2015.2）



た
か
。 

 
次
に
「
戀
慕
第
二
・
麗
躰
曲
味
」
の
『
松
風
』
の
「
う
た
ふ
」

の
例
を
み
る
。 

⑮

自
一
八
ウ
７

安
二
六
ウ
５ 

 

自
筆
本
の
「
お
な
し
世
に
」
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
を
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ

Ｓ
Ｕ
》
に
変
更
を
し
、
八
左
衛
門
本
は
そ
れ
を
写
す
。「
同
じ
」

は
第
二
類
相
当
で
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
、
「
世
」
は
第
一
類

だ
が
、
現
代
京
都
は
上
昇
調
で
あ
る
。
「
世
に
」
の
後
に
区
切

り
点
が
あ
り
、
⑤
に
述
べ
た
「
色
」
の
胡
麻
章
と
同
様
の
施
譜

で
あ
ろ
う
。 

 

⑯

自
一
八
ウ
８ 

安
二
六
ウ
６ 

 

自
筆
本
は
「
よ
し
な
し
」
《
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｆ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｆ
》 

に
変
更
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
「
よ
し
な
し
」
は
『
名
義
』

に
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｆ
、
『
平
節
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
例
が
あ
る
。
訂
正
後

の
胡
麻
章
も
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
を
反
映
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
八
左

衛
門
本
は
訂
正
前
の
胡
麻
章
を
採
用
し
た
も
の
か
、
低
く
始
ま

る
「
良
し
」
の
影
響
を
受
け
た
胡
麻
章
を
付
し
た
か
。 

 

次
に
「
哀
傷
・
魂
白
躰
味
」
の
「
指
声
」
の
例
を
み
る
。 

⑰

自
一
九
ウ
７ 

安
二
七
オ
４ 

「
き
え
ん
と
す
（
消
）
」
の
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｕ

Ｄ
Ｕ
Ｄ
》
に
変
更
し
、
八
左
衛
門
本
は
変
更
前
を
写
し
た
か
。

第
一
類
動
詞
「
消
ゆ
」
に
助
動
詞
「
ん
」
が
付
い
た
例
と
し
て

は
『
平
節
』
に
Ｈ
Ｈ
Ｈ
（11

下
小
教43-4

口
説
）
が
あ
り
、

変
更
前
の
ほ
う
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
う
。 

⑱

自
一
九
ウ
９ 

安
二
六
オ
６ 

「
つ
け
（
告
げ
）
」
《
Ｕ
Ｄ
》
か
ら
《
Ｆ
Ｕ
》
に
変
更
す
る
。

《
Ｆ
》
は
下
降
を
示
し
、「
告
ぐ
」
は
第
一
類
動
詞
で
「
つ
げ
」

は
Ｈ
Ｌ
で
こ
れ
を
保
ち
つ
つ
、
「
け
」
の
下
に
区
切
り
点
が
あ

る
の
で
、
上
げ
胡
麻
で
上
昇
し
、
⑤
「
色
」
の
胡
麻
章
と
同
様

の
区
切
り
を
現
す
胡
麻
章
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。 

八
左
衛
門
本
は
《
Ｄ
Ｕ
》
に
写
し
て
お
り
、
区
切
り
の
胡
麻

章
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

⑲

自
一
九
ウ
11 

(28)

アクセント史資料研究会『論集』X　秋永一枝先生米寿記念（2015.2）



安
二
六
オ
６ 

「
あ
り
と
か
や
」
《
Ｕ
Ｕ
Ｆ
Ｕ
Ｓ
》
か
ら
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》

に
変
更
し
、
八
左
衛
門
本
は
そ
れ
を
写
す
。
「
あ
り
」
は
第
二

類
動
詞
な
の
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。 

⑳

自
一
九
ウ
12 

安
二
六
オ
６
・
７ 

「
春
の
」《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》
を
《
Ｓ
Ｕ
Ｄ
》
に
改
め
て
い
る
。「
春
」

は
第
五
類
Ｌ
Ｆ
で
、
訂
正
前
の
ほ
う
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し

て
い
る
。
八
左
衛
門
本
の
「
春
」
の
胡
麻
章
で
も
ア
ク
セ
ン
ト

を
反
映
し
て
い
る
と
は
で
き
な
い
。 

な
お
、
「
こ
れ
」
は
自
筆
本
《
Ｄ
Ｕ
》
、
八
左
衞
門
家
本
《
Ｕ

Ｕ
》
で
異
な
る
施
譜
で
あ
る
。
自
筆
本
は
直
し
た
よ
う
に
も
見

え
る
が
確
認
で
き
な
い
。
「
是
」
は
第
一
類
Ｈ
Ｈ
な
の
で
、
自

筆
本
は
語
頭
低
下
、
八
左
衞
門
家
本
の
ほ
う
が
ア
ク
セ
ン
ト
に

忠
実
な
施
譜
で
あ
る
。 

 
 

 

㉑

自
二
〇
オ
３ 

安
二
六
ウ
４ 

「
お
つ
（
落
）
」
《
Ｕ
Ｕ
》
を
《
Ｄ
Ｕ
》
に
変
更
し
、
八
左
衛

門
本
は
そ
れ
を
写
す
が
、
仮
名
遣
い
ま
で
は
写
し
て
い
な
い
。

「
落
つ
」
は
第
二
類
動
詞
で
、
終
止
形
は
Ｌ
Ｈ
で
あ
り
、
訂
正

し
た
胡
麻
章
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る
。 
 

「
哀
傷
第
二
・
物
哀
躰
曲
味
」
の
「
曲
節
舞
」
の
部
分
で
は
、 

㉒

自
二
一
オ
３ 

安
二
八
ウ
７ 

「
う
ち(

内)

」
《
Ｄ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｄ
》
に
変
更
し
、
八
左
衛

門
本
は
変
更
後
と
一
致
す
る
。「
内
」
は
第
二
類
Ｈ
Ｌ
で
あ
り
、

訂
正
後
の
胡
麻
章
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
ど
お
り
で
あ
る
。 

㉓

自
二
一
ウ
１

安
二
九
オ
６ 

「
う
る
ほ
せ
は
（
潤
）
」
《
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｕ
＊
》
か
ら
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
Ｕ

＊
》
に
変
更
し
、
変
更
後
の
胡
麻
章
か
ら
は
Ｈ
Ｈ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
の
ア

ク
セ
ン
ト
を
推
定
で
き
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
前
に
は
Ｌ

Ｌ
Ｈ
Ｌ
『
名
義
・
解
脱
』
の
例
が
あ
り
、
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｈ>

Ｈ
Ｈ
Ｌ

Ｌ
に
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
、
『
平
節
』
に
「
う
る
ほ
す
」
Ｈ

Ｈ
Ｌ
Ｌ
（8

上
禿
童2-5

口
説
）
が
み
ら
れ
る
。 

「
小
歌
上
」
の
例
で
は
、 
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㉔

自
二
一
ウ
７ 

安
二
九
ウ
６ 

「
は
ゝ
き
ゝ
の
」
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》

へ
の
変
更
で
あ
る
。
「
帚
木
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
例
は
な
い
が
、

八
左
衛
門
本
も
変
更
後
の
胡
麻
章
を
写
し
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
か
。

「
帚
」
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｈ
『
和
名
・
名
義
』
、
Ｌ
Ｈ
Ｈ
『
名
義
』
、「
は

は
き
も
ち
（
帚
持
）
」
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
『
巫
私
』
の
例
が
あ
り
、

複
合
し
て
体
系
変
化
の
後
に
も
低
起
式
を
保
つ
ア
ク
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

「
蘭
曲
第
二
・
若
声
・
躰
曲
味
」
の
「
指
声
」
の
例
で
は
、 

㉕

自
二
四
ウ
２

安
三
三
ウ
１ 

「
な
み
だ
」
《
Ｕ
Ｕ
Ｕ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》
へ
の
変
更
で
、

八
左
衛
門
本
は
変
更
後
の
胡
麻
章
に
一
致
す
る
。
「
涙
」
第
五

類
Ｈ
Ｌ
Ｌ
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
《
Ｕ
Ｄ
Ｕ
》
は
反
映
す
る
。 

㉖

自
二
四
ウ
３ 

安
三
三
ウ
２ 

「
こ
の
世
」
《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
か
ら
《
Ｕ
Ｄ
Ｄ
》
に
変
更
を
し
て

い
る
。
八
左
衛
門
本
は
変
更
前
の
胡
麻
章
を
写
す
。
ア
ク
セ
ン

ト
は
Ｈ
Ｈ
Ｈ
な
の
で
、
「
こ
の
」
を
強
調
し
た
か
。 

㉗

自
二
四
ウ
５ 

安
三
三
ウ
５ 

 

「
ち
ま
た
（
巷
）
」《
Ｕ
Ｕ
Ｄ
》
か
ら
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》
に
変
更
し
、

八
左
衛
門
本
は
変
更
後
と
一
致
す
る
。
「
巷
」
の
ア
ク
セ
ン
ト

は
『
和
名
・
名
義
・
字
鏡
・
袖
中
・
浄
拾
』
Ｈ
Ｈ
Ｈ
で
あ
る
が
、

『
補
忘
』
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
こ
れ
と
合
致
す
る
。
室
町
期
Ｌ
Ｈ
Ｌ
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 胡
麻
章
の
変
更
箇
所
を
検
討
し
た
が
、
す
べ
て
を
網
羅
し
て

は
い
な
い
。
多
く
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
忠
実
に
反
映
す
る
胡
麻
章

へ
の
変
更
で
あ
る
。 

変
更
と
し
て
多
い
の
が
、
《
Ｕ
Ｕ
…
》
と
付
し
た
胡
麻
章
を

単
語
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
う
よ
う
に
《
Ｄ
Ｕ
…
》
と
変
更
し
た
例

で
あ
る
。
第
四
類
「
数
⑬
・
松
②
」
、
第
五
類
「
影
①
・
露
⑫
」
、

第
二
類
動
詞
「
繰
る
（
来
る
）
④
・
酔
ふ
⑧
・
落
つ
㉑
」
、
「
巷

㉗
・
帚
木
㉔
・
あ
ひ
あ
ふ
⑤
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
な
ぜ

高
く
胡
麻
章
を
付
け
ら
れ
て
い
た
の
か
を
、
い
ず
れ
節
と
の
関

係
か
ら
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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次
に
、
高
起
式
の
下
降
位
置
を
訂
正
し
た
例
に
第
三
類
「
花

⑥
・
夢
⑪
」
、
第
四
類
「
別
れ
⑨
」
、
第
五
類
「
涙
㉕
」
、
「
清
水

⑦
・
面
白
⑧
」
、
第
二
類
形
容
詞
「
広
し
③
・
同
じ
⑮
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。 

八
左
衛
門
本
は
、
自
筆
本
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
わ
な
い
変
更

を
し
た
場
合
に
、
変
更
前
の
胡
麻
章
を
写
す
例
も
み
ら
れ
る
。 

ま
た
、
⑮
⑱
の
よ
う
に
区
切
り
直
前
の
語
の
最
後
が
上
が
る

胡
麻
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
訂
正
箇
所
で
は

な
い
が
、
⑤
の
「
色
」
も
こ
れ
と
同
様
の
胡
麻
章
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
な
く
、
区
切
り
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 四 

ア
ク
セ
ン
ト
反
映
度 

 
 ［

四
―
一
］
二
、
三
拍
名
詞
ア
ク
セ
ン
ト
反
映
度 

 

禅
竹
が
付
し
た
胡
麻
章
は
ど
の
程
度
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
語
類
の
判
明
し
て
い
る
語
や
ア
ク
セ

ン
ト
の
推
定
可
能
な
二
拍
、
三
拍
名
詞
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に

す
る
。
近
世
音
曲
で
は
、
江
戸
発
生
の
音
曲
に
お
い
て
も
二
拍

名
詞
が
上
方
ア
ク
セ
ン
ト
で
作
曲
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
特
に

ア
ク
セ
ン
ト
に
一
致
す
る
か
否
か
が
分
か
り
や
す
い
と
考
え

ら
れ
る
（
１
０

）

。『
五
音
三
曲
集
』
の
謡
引
用
部
分
に
つ
い
て
例
の

多
い
節
付
け
ご
と
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
を
検
討
す
る
。 

「
さ
し
こ
ゑ
」
「
さ
し
声
」
「
さ
し
こ
と
」
「
さ
し
」
を
「
指

声
」
に
、
「
曲
節
舞
・
節
曲
舞
」
を
「
曲
舞
」
、
「
う
た
ふ
」
を

「
謡
」
と
し
た
。
稿
末
の
表
１
、
表
２
に
集
計
結
果
を
ま
と
め
、

ア
ク
セ
ン
ト
反
映
度
の
み
を
左
に
示
す
。 

型
一
致
率
と
式
不
一
致
率
は
そ
れ
ぞ
れ
の
節
付
け
に
お
け

る
総
数
と
の
割
合
で
、
高
起
式
と
低
起
式
一
致
率
は
そ
れ
ぞ
れ

の
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
推
定
さ
れ
る
語
の
う
ち
、
出
現
し
た
割

合
を
算
出
し
た
。 

【
二
拍
名
詞
ま
と
め
】 

式  
不  
一  
致  

低  
起  
式  
一  
致  

高  
起  
式  
一  
致  

型  
一  
致  

 

 

22 例  
24.7% 

15 例  
62.5% 

52 例

80.0% 
51 例  

57.3% 
指  
声  

16 例  
28.1% 

13 例  
72.2% 

28 例

71.8% 
39 例  

68.4% 
曲  
節  

3 例  
13.0% 

8 例  
80.0% 

12 例

92.3% 
13 例  

56.5% 
 

謡  
20 例

23.5% 
24 例

80.8％  
41 例

74.5% 
45 例  

52.9% 
 

上  

11 例

28.9% 
6 例  

54.5% 
21 例

77.8% 
19 例  

50.0% 
 

下  
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二
拍
名
詞
は
右
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
型
ま

で
一
致
す
る
の
は
「
曲
節
」
「
指
声
」
「
謡
（
う
た
ふ
）
」
「
上
」

「
下
」
の
順
で
七
割
以
下
で
あ
る
。
式
の
不
一
致
率
は
「
下
」

「
曲
節
」
「
指
声
」
「
上
」
は
二
割
以
上
み
ら
れ
る
。 

「
指
声
」
と
「
上
」
は
用
例
数
が
近
い
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
一

致
率
が
大
き
く
異
な
ら
な
い
。
節
付
け
に
よ
り
ア
ク
セ
ン
ト
を

活
か
す
の
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
用
例
が
少
な
い

「
う
た
ふ
」
の
節
付
け
部
分
の
一
致
率
が
高
く
、
「
下
」
の
一

致
率
が
低
い
。 

【
三
拍
名
詞
ま
と
め
】 

              

三
拍
名
詞
に
な
る
と
語
類
の
明
ら
か
な
語
が
少
な
い
こ
と

も
あ
り
、
型
と
の
一
致
率
が
節
付
け
ご
と
に
異
な
る
。
高
起
式

ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
一
致
率
が
高
く
な
る
こ
と
、
式
不
一
致
率
が

減
る
な
ど
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
配
慮
し
た
胡
麻
章
で
は
あ
る
。 

 

二
拍
、
三
拍
を
と
お
し
て
見
る
と
、
語
例
が
少
な
い
た
め
、

「
謡
（
う
た
ふ
）
」
の
節
付
け
部
分
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し

や
す
い
と
は
言
い
に
く
く
は
あ
る
が
、
「
謡
（
う
た
ふ
）
」
「
指

声
」
が
幾
分
ア
ク
セ
ン
ト
反
映
の
割
合
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

二
拍
、
三
拍
と
も
に
式
不
一
致
率
が
高
い
の
は
「
曲
節
舞
」
で

あ
る
。 

平
曲
の
「
白
声
」
「
口
説
」
の
よ
う
に
音
楽
性
の
皆
無
ま
た

は
稀
薄
な
曲
節
に
節
博
士
が
あ
る
場
合
と
異
な
り
、
謡
は
「
詞
」

に
胡
麻
章
を
付
け
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
率

は
高
く
な
い
。
謡
に
お
い
て
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
活
か
す
か
ど

う
か
は
節
付
け
以
外
の
と
こ
ろ
に
要
因
が
あ
る
か
。 

 ［
四
―
二
］
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
な
い
胡
麻
章 

  

［
三
―
二
］
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
な
い
胡
麻
章
と
し
て
、

区
切
れ
直
前
の
語
に
付
さ
れ
た
胡
麻
章
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ

こ
で
は
、
二
拍
の
同
じ
語
に
異
な
る
胡
麻
章
が
付
け
ら
れ
た
も

の
に
つ
い
て
そ
の
理
由
を
検
討
し
て
み
る
。 

 

二
拍
名
詞
で
延
べ
語
数
が
多
い
の
は
「
月
・
花
・
影
・
秋
・

式  
不  
一  
致  

低  
起  
式  
一  
致  

高  
起  
式  
一  
致  

型  
一  
致  

 

 

10 例  
15.4% 

10 例  
66.7% 

45 例  
91.8% 

27 例  
41.5% 

指  
声  

7 例  
21.2% 

4 例  
57.1% 

22 例  
84.6% 

9 例  
27.3% 

曲  
節  

2 例

13.3% 
1 例  

50.0% 
12 例  

92.3% 
8 例  

53.3% 
 

謡  
7 例  

17.5% 
7 例  

100.0% 
26 例

78.8% 
19 例  

47.5% 
 

上  

5 例  
20.0% 

5 例  
100.0% 

15 例  
75.0% 

7 例  
28.0% 

 
下  
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上
・
春
」
で
あ
る
。 

多
数
例
の
あ
る
語
の
う
ち
、
第
三
類
で
体
系
変
化
後
は
Ｈ
Ｌ

の
「
月
・
花
」
に
つ
い
て
み
る
。
「
花
」
に
つ
い
て
は
［
三
―

二
］
⑥
で
取
り
上
げ
、
⑳
も
ア
ク
セ
ン
ト
に
合
う
例
で
あ
る
。

「
月
」
に
つ
い
て
は
次
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
一
致
す
る
例
で
あ
る
。 

自
一
六
オ
６ 

自
九
オ
５ 

前
者
は
《
Ｕ
Ｄ
》
後
者
は
《
Ｕ
Ｓ
》
の
胡
麻
だ
が
こ
れ
ら
も

ア
ク
セ
ン
ト
に
一
致
す
る
。 自

四
ウ
３ 

自
三
〇
ウ
６ 

自
一
六
オ
１

自
三
〇
オ
４ 

自
四
オ
２ 

以
上
の
五
例
は
息
継
ぎ
の
あ
と
の
謡
い
出
し
の
部
分
に
あ

た
る
た
め
、
語
頭
低
下
を
示
す
胡
麻
章
《
Ｄ
Ｕ
》
が
付
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
四
ウ
３
以
外
の
「
月
・
花
」
の
前
に

は
区
切
り
点
が
見
ら
れ
る
。 

自
一
一
オ
８ 

自
一
一
ウ
５ 

「
の
」
に
続
く
「
月
」
三
例
、
「
花
」
四
例
が
「
月
の
《
Ｕ

Ｕ*

》
」
の
よ
う
に
Ｈ
Ｈ
を
反
映
す
る
胡
麻
章
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。
第
三
類
に
「
の
」
は
従
属
的
に
接
続
す
る
の
で
、
ア
ク
セ

ン
ト
体
系
変
化
に
よ
り
Ｌ
Ｌ
Ｌ>

Ｈ
Ｈ
Ｌ
に
変
化
し
た
型
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
ア
ク
セ
ン
ト
を
よ
く
反
映
し
た
例

と
し
て
よ
い
。 

説
明
し
に
く
い
の
が
次
の
例
で
あ
る
。 

自
六
オ
８ 

「
月
」
の
前
に
区
切
り
点
が
あ
り
、
語
頭
低
下
の
胡
麻
章
が

付
け
ら
れ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、
「
月
」
の
高
起
式
を
保

つ
施
譜
例
で
あ
る
。 

次
に
低
起
式
の
第
五
類
「
影
・
秋
・
春
」
に
つ
い
て
み
る
。

ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
す
る
胡
麻
章
に
つ
い
て
は
、
［
三
―
一
］

で
「
秋
」
、
［
三
―
二
］
①
で
「
影
」
、
⑤
⑳
で
「
春
」
を
取
り

上
げ
た
。
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
な
い
例
を
み
る
。 

自
二
〇
オ
２ 
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「
は
る
さ
り
秋
き
た
つ
て
」
と
い
う
対
の
表
現
部
分
の
「
春
」

「
秋
」
と
も
に
ア
ク
セ
ン
ト
に
外
れ
る
胡
麻
章
が
付
け
ら
れ
て

い
る
。 

 

」 
 

 

自
一
二
オ
１
・
２ 

「
い
つ
く
の
春
も
お
し
な
へ
て
。
の
と
け
き
か
け
は
在
明
の
」

と
韻
律
を
整
え
て
あ
り
、
「
春
」
「
影
」
が
同
じ
位
置
に
あ
る
。

と
も
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
な
い
胡
麻
章
で
あ
る
。 

三
拍
名
詞
に
は
、
自
筆
本
と
八
左
衛
門
本
と
が
異
な
る
施
譜

例
も
み
ら
れ
る
。 

自
六
ウ
６

安
九
オ
２ 

自
筆
本
は
《
Ｄ
Ｕ
Ｄ
》
、
八
左
衛
門
本
は
《
Ｄ
Ｕ
Ｕ
》
で
三

拍
目
の
胡
麻
章
が
異
な
る
。
第
一
類
「
霞
」
の
直
前
に
区
切
り

が
あ
り
、
息
を
継
い
で
語
頭
低
下
で
発
音
さ
れ
る
の
だ
が
、
八

左
衛
門
本
の
ほ
う
が
ア
ク
セ
ン
ト
の
反
映
と
し
て
は
よ
い
。
八

左
衛
門
本
は
自
筆
本
の
ま
ま
書
写
せ
ず
に
、
訂
正
を
加
え
て
写

す
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 

 

五 

お
わ
り
に 

 

金
春
禅
竹
自
筆
『
五
音
三
曲
集
』
の
胡
麻
章
に
つ
い
て
、
そ

の
写
し
で
あ
る
八
左
衛
門
本
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
た
が
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

① 

胡
麻
章
は
基
本
的
に
は
文
字
の
右
側
に
付
す
が
、
綴
じ
目
の

ノ
ド
が
き
つ
い
な
ど
で
、
右
側
に
書
け
な
い
場
合
に
は
、
節

博
士
と
同
様
に
左
側
に
付
す
こ
と
が
あ
る
。 

② 

禅
竹
自
筆
本
に
お
け
る
胡
麻
章
の
変
更
は
ア
ク
セ
ン
ト
の

反
映
度
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。 

③ 

胡
麻
章
は
区
切
り
点
の
直
前
で
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
な
く

上
昇
の
イ
ン
ト
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
表
す
可
能
が
あ
る
。 

④ 

息
継
ぎ
の
区
切
り
点
の
後
に
は
、
高
起
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
語

頭
低
下
が
み
ら
れ
る
。 

⑤ 

韻
律
的
な
対
応
や
対
表
現
が
あ
る
と
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
わ

ら
な
い
胡
麻
章
が
付
さ
れ
る
。 

 

『
五
音
三
曲
集
』
の
胡
麻
章
の
施
譜
は
、
禅
竹
が
述
べ
る
ほ

ど
に
は
厳
密
で
は
な
い
。
助
詞
に
い
た
る
ま
で
細
密
に
ア
ク
セ

ン
ト
を
反
映
は
さ
せ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
助
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
外
れ
る
場
合
も
多
い
。
こ
の
点
で
は
「
節
訛
り
」
を
取
り
入

れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
八
左
衛
門
本
に
は
、
安
喜
が
禅
竹
自

筆
本
を
書
写
す
る
に
あ
た
っ
て
胡
麻
章
を
正
し
く
理
解
し
、
自

筆
本
に
間
違
い
が
あ
れ
ば
直
し
た
う
え
で
、
写
し
て
い
る
こ
と

も
う
か
が
わ
れ
る
。
仮
名
遣
い
や
用
字
法
は
改
変
し
て
も
、
胡

麻
章
に
は
む
や
み
な
改
変
を
施
し
て
い
な
い
。
胡
麻
章
の
伝
承
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に
は
厳
格
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、
謡
を
正
し
く
伝
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。 

以
上
に
鑑
み
る
と
、
室
町
期
謡
本
の
胡
麻
章
は
、
単
語
の
出

現
位
置
や
韻
律
的
な
対
応
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ク
セ
ン
ト
史
の
資
料
と
し
て
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
い
え
る
。 

  注
１
添
田
建
治
郎
（
一
九
七
二
）
「
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て

の
謡
曲
譜
本
の
意
義
」
『
語
文
研
究
』
三
四
、
同
（
一
九

七
四
）
「
謡
曲
譜
本
に
反
映
し
た
る
和
語
ア
ク
セ
ン
ト
―

体
系
と
若
干
の
音
韻
史
上
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
文

学
研
究
』
七
一
、
同
（
一
九
八
一
）
「
謡
曲
譜
本
に
お
け

る
型
の
旋
律
」
『
山
口
国
文
』
四 

坂
本
清
恵
（
一
九
九
七
）「
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
の
世

阿
弥
自
筆
能
本
―
声
点
を
中
心
に
―
」『
国
語
研
究
』
六
〇
、

同
（
一
九
九
九
）「
世
阿
弥
自
筆
能
本
か
ら
み
た
ア
ク
セ
ン

ト
体
系
変
化
の
時
期
に
つ
い
て
」『
国
文
学
研
究
』
一
二
八

（
『
中
近
世
声
調
史
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
所

収
） 

２ 

国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
、
所
蔵
和
古
書
・
マ
イ

ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

３ 

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
―
能
楽
資
料
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ 

 

４ 

表
章
・
加
藤
周
一
（
一
九
七
四
）
『
世
阿
彌 

禪
竹
』
日

本
思
想
大
系 

岩
波
書
店 

５ 

前
田
富
禎
（
一
九
六
五
）
「
能
楽
論
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン

ト
観
」
『
国
語
学
研
究
』
五 

 
 

桜
井
茂
治
（
一
九
七
六
）
「
世
阿
弥
の
能
楽
書
と
ア
ク
セ

ン
ト
―
室
町
時
代
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
―
」
『
國

學
院
雑
誌
』
六
六
の
二
・
三 

６ 

坂
本
清
恵
（
二
〇
〇
〇
）
「
謡
曲
に
お
け
る
訛
り
と
ア
ク

セ
ン
ト
」
『
中
近
世
声
調
史
の
研
究
』
笠
間
書
院 

７ 

秋
永
一
枝
他
編
（
一
九
九
八
）
『
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
史

総
合
資
料 

研
究
篇
』
東
京
堂
出
版 

８ 

注
６
と
同
。 

９ 

坂
本
清
恵
（
二
〇
〇
二
）
「
胡
麻
章
の
変
容
―
声
譜
か
ら

句
切
り
点
へ
ー
」
『
国
語
学
研
究
と
資
料
』
二
五
で
述
べ

た
が
、
義
太
夫
節
正
本
に
も
区
切
り
の
胡
麻
章
が
み
ら
れ

る
。 

10 

金
田
一
春
彦
（
一
九
七
四
）
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的

研
究 

原
理
と
方
法
』
塙
書
房 

二
九
四
頁
。 

 

［
参
考
文
献
］ 

上
野
和
昭
編
『
平
家
正
節 

声
譜
付
語
彙
索
引
』
上
（
あ
～
そ
）

二
〇
〇
〇
年
、
下
（
た
～
を
）
二
〇
〇
一
年
、
ア
ク
セ
ン
ト
史

資
料
研
究
会 

『
補
忘
記 
貞
享
版
』
一
九
六
二
年
、
白
帝
社 
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『
補
忘
記 

元
禄
版
』
一
九
六
二
年
、
白
帝
社 

  
な
お
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
野

上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
掲
載
の
ご
許
可
を
い
た
だ

い
た
。
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

―
日
本
女
子
大
学
文
学
部
― 
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語類  出現アクセント 
指

声  
曲節  謡  上  下  

１類  HH 13 9 2 7 2 

  HL 3 0 2 4 0 

  語頭低下  1 5 0 8 4 

２・３類  HL 21 16 4 18 10 

  HH 10 0 2 12 8 

  語頭低下  8 6 1 6 2 

４類  LH 7 7 3 12 5 

  LF 0 1 0 0 0 

  HH 0 0 0 3 1 

  HL 1 2 2 0 1 

５類  LF 4 4 4 8 1 

  LH 3 1 1 1 0 

  HH 2 1 0 3 0 

  HL 3 0 0 0 3 

類別不明  高起式型一致  5 3 0 0 1 

  低起式型一致  1 0 0 0 0 

  高起式のみ一致  0 0 2 0 0 

  低起式のみ一致  0 0 0 3 0 

  式不一致  7 2 0 0 0 

合計１ 推定高起合計  65 39 13 55 27 

  推定低起合計  24 18 10 30 11 

  合計  89 57 23 85 38 

集計１ 型一致  51 39 13 45 19 

  高起式一致  52 28 12 41 21 

  低起式一致  15 13 8 24 6 

  式不一致  22 16 3 20 11 

集計 2 型一致  
57・

3% 
68・4% 56・5% 52・9% 50・0% 

  高起式一致  
80・

0% 
71・8% 92・3% 74・5% 77・8% 

  低起式一致  
62・

5% 
72・2% 80・0% 80・0% 54・5% 

  式不一致  
24・

7% 
28・1% 13・0% 23・5% 28・9% 
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語類  出現アクセント 指声  曲節  謡  上  下  

１類  HHH 7 2 2 3 1 

  HHL 2 2 1 1 1 

  HLL 1 0 1 0 0 

  語頭低下  1 1 0 4 0 

２・４類  HHL 2 4 3 4 1 

  HHH 6 2 1 3 2 

  HLL 4 2 0 1 1 

  語頭低下  1 1 0 2 0 

２△４△ 合致  3 0 0 1 1 

５類  HLL 6 0 1 1 2 

  HHL 2 0 1 3 2 

  HHH 0 1 1 2 0 

  語頭低下  0 1 1 1 1 

６類  LHH(LLH) 2 0 0 4 1 

  HHH 2 0 1 0 0 

７類  LHL 1 0 0 0 0 

  LHH 1 2 0 0 1 

  HHH 1 0 0 0 0 

  HHL 0 1 0 0 0 

類別不明  高起式型一致  5 2 1 4 1 

  低起式型一致  1 1 1 2 0 

  高起式のみ一致  10 7 0 4 4 

  低起式のみ一致  2 1 0 0 2 

  式不一致  5 3 0 0 4 

合計  推定高起合計  49 26 13 33 9 

  推定低起合計  15 7 2 7 5 

  合計  65 33 15 40 25 

集計１ 型一致  27 9 8 19 7 

  高起式一致  45 22 12 26 15 

  低起式一致  10 4 1 7 5 

  式不一致  10 7 2 7 5 

集計１ 型一致  41・5% 27・3% 53・3% 47・5% 28・0% 

  高起式一致  91・8% 84・6% 92・3% 78・8% 75・0% 

  低起式一致  66・7% 57・1% 50・0% 100・0% 100・0% 

  式不一致  15・4% 21・2% 13・3% 17・5% 20・0% 

表２ 三拍名詞集計  
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